第５節　明治維新前後の泊
三枝礼二と真洞

　三枝真洞が伯耆にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のが),遁)れていたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けいい),経緯)については「ゆかりの人物」の項で既述したとおりである。ここでは重複することもあるが、三枝礼二の側から真洞との関わりを見ることにする。

　三枝礼二は、天保14年10月12日福井EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よさじ),四三二)の二男として生まれた。福井は、河村郡清谷の豪家で、四三二の長男十蔵は、度量が大きく事業に熱心で、鳥取藩から木綿締役を命ぜられたこともあり、元治のころから中庄屋役を勤めた。
　礼二は、初め音蔵といい、少年時代鳥取で学んだといわれるが明らかでない。礼二が三枝と改姓し、礼二と名乗ったのは前節で述べており、その時期は慶応の終りごろか、明治の初めと思われる。

　さかのぼって、泊にはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かぎや),鍵屋)という旧家があった。遠藤姓で、藩政時代の終りごろには間物問屋を営んでいた。当時泊には生物問屋と間物問屋があり、生物問屋は泊に陸揚げする鮮魚類に加税して税金を藩に納め、その手当として口銭をもらい、間物問屋は泊から売り出す鮮魚以外の貨物、泊に買い入れる貨物に加税して、同じく藩から口銭をもらい、泊を通過する貨物の仲継ぎをして、仲継賃をとっていた。

　礼二は、文久3年には鍵屋の主人として家政をとっている。これは鍵屋の安太郎が事業に失敗して他出し、債権者福井十蔵に後を託したため、礼二（福井音蔵）が安太郎の養子として鍵屋を継いだ。その年次は明らかでない。

　元治元年（文久4年）三枝真洞は伯耆に入り、鍵屋に宿った。このころ真洞は青荷と名乗り、みすぼらしい坊さん姿であったという。真洞は、その手記に初めて鍵屋に泊った事情を述べ、「衰えていた鍵屋は、士長君（音蔵の事）が鍵屋の家政を執るようになってから家運が栄えて旧に倍したこと、自分がここに宿ったのは、士長君が自分のおちぶれを哀れんで寄宿させたためである」と記している。礼二の書いた「文久四年全禄米銭出入帳」に次のように記事がある。
　　七月二十八日　百目　青荷先生画の具代相済則画の具持帰り申候。

　　十月三日　六匁円分　橋津にて肉入皿壱青荷

　　十一月十一日一、壱朱　古文前集壱冊

　　　　　　　　一、壱匁　古事記

一、 三朱　七仏聖教

弐百匁　和刻一冊

一、 壱匁　多宝塔碑名

弐百文　和刻一冊

一、 壱両三朱三百四十三文

　　　　　　上下二ツ

　　〆二両銭三百四十三文

　　　御国金百八匁札直し

　　　弐百弐拾六匁七分九厘

　　右は大阪表植物方柏原吉十郎様

　　　　注文は即買上相済

　　十二月十九日　金壱匁　青荷先生かし

　　十二月二十八日　一、五拾目　青荷先生かし
　当時の青荷（真洞）は、幕府のお尋ね者で、これをかくまうことは非常にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きも),胆)のいることで、経済的な負担もかかった。

　青荷は、泊では鍵屋のほか、玉津屋（後、尾嶋姓）、吉田（医師）にも宿り、時々他出して帰らぬこともあったらしいが、元治元年、慶応元年の二か年の大部分は、鍵屋を中心にして隠れ、音蔵のために教授したらしい。

　音蔵が大阪で買い入れた古事記や、七仏聖教などはその教本であったと思われる。元治元年青荷（真洞）は25歳、音蔵（礼二）は22歳、ともに気性が激しく、頭が冴え、その教授ぶりが想像される。また、音蔵の青荷を敬慕する心、青荷が音蔵に期待する心は日増しに高まったと思われる。

　元治元年、幕府は諸藩に長州征伐を命じ、11月、鳥取藩も米子まで出兵したが、長州藩は戦わずして降伏したので直ちに帰城した。

　翌々慶応2年6月、幕府は再び長州征伐を命じ、鳥取藩も石見まで出兵したが、このときは長州藩の勢が強く、征伐に向かった諸藩兵は後退を余儀なくされ、7月将軍家茂が死去したため長征は中止され、10月には本藩兵も帰城した。

　藩政時代の泊は宿場で、平常でも馬人足など藩の御用を勤める事が多かったが、二回の長州征伐には馬や人足のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とうかい),渡廻)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せん),船)などの御用も多かった。

　第二次長州征伐に従軍した泊の元吉の船の記録は、泊舟番所の項に載せている。

　幕府が勢いを得て長州征伐を企て、鳥取藩も出兵に決った時、青荷は身の危険を感じ、藩士の出入りの多くなった鍵屋から一時身を隠したと思われ、音蔵（礼二）が「文久四年全禄米銭出入帳」に記した「金壱匁、五十目青荷先生かし」は、この時、旅先きでの青荷の小遣いとして与えたものかと思われる。（この項『歴史稿』一部加筆）　　

